＜参考様式９の様式（１）＞

２０    年  月  日

株式会社
代表取締役            殿


住所                                     
氏名                                     
                      
代表者役職氏名  代表取締役                                   ㊞


        事業変更計画承認申請書


標題の委託業務について実施計画を変更したいので、契約書第３条の規定により下記のとおり申請します。

記

1. 受託年月日及び金額


2. 業務の進捗状況


3. 計画変更の内容（理由）


4. 計画変更が業務に及ぼす影響


5. 計画変更後の経費の配分（新旧対比のこと。）











（注）廃止の場合は、廃止後の措置を含めて、この様式に準じて申請してください。

＜参考様式９の様式（１）＞記入例


202X年XX月XX日

株式会社　新事業進出
代表取締役  新事業 太郎  殿



住所  神奈川県藤沢市XX－XX     
氏名  株式会社Eアウトソーシング
  代表取締役  中小 太郎               ㊞


〇〇部品製造に向けた高精度化事業変更計画承認申請書


標題の委託業務について実施計画を変更したいので、契約書第３条の規定により下記のとおり申請します。

記

1. 受託年月日及び金額
受託年月日：202X年XX月XX日
金額      ：5,000,000円

1. 業務の進捗状況
当初計画に基づき、専用生産管理システムの基本モジュール設計およびプログラミングは完了し、現在単体テストを実施中です。システム構築全体の進捗率は60％。

1. 計画変更の内容（理由）
AIを活用した自動欠陥検査モジュールの追加開発およびシステムへの統合。これに伴い、委託経費を1,500,000円増額する。
理由としては、当初計画で想定していたシステム機能の場合、顧客から要求される微細欠陥の自動検出および品質保証水準が満たされないため。この機能を追加することで事業計画目標の達成をより確実とするために、本変更が必要となる。

1. 計画変更が業務に及ぼす影響
追加モジュールの開発に時間を要するため、委託業務の完了期限を当初の202X年XX月XX日から202X年XX月XX日へ1ヶ月延長する。
なお、補助事業全体の完了期限には影響を及ぼさない。

1. 計画変更後の経費の配分（新旧対比のこと。）
別紙「経費内訳書」のとおり。経費の区分ごとに、契約時の内容からの変更点が分かるように記載してください。
または「参考様式9の別紙2_経費内訳書」に変更点が分かるように記載し、本書類と併せて申請してください。



（注）廃止の場合は、廃止後の措置を含めて、この様式に準じて申請してください。
